様式1-B　　
入会申請に係る調査書
平成　　　年　　月　　日
申請機関・施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記入者*）の職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　*）；必ず貴機関の動物実験委員会委員長あるいは「入会申請書（様式1-A）」の「主連絡先となる1名の代議員」に該当する貴機関施設を担当されている常勤の教員の方が貴機関の現状について、正確にご回答下さい。ご不明な箇所等については、協議会事務局までお尋ね下さい。
　この調査書は、当協議会が貴機関における動物実験実施状況を把握するためのものです。各質問事項について、該当箇所を選び記入（✓もしくは■をコピーペースト）して下さい。
Ⅰ．貴機関における動物実験の概要について
１.動物実験を行う主たる研究分野
　　☐　医歯薬学分野　　　☐　生物科学分野　　　☐　畜産・獣医学分野　　　☐　理工学分野　　
　　☐　その他（　　　　　　　　　　）
２．現在承認されている動物実験計画数
	動物実験計画数
	件（平成　　年度）


３．直近の年度における、実験実施者への教育訓練実施状況
	教育訓練受講者数
	人（平成　　年度）


４．現在承認されている飼養保管施設（飼育室あるいは飼育施設.実験室を兼ねる場合も含む）の数
	飼養保管施設数
	施設数： 施設
	飼養動物種：


　動物実験は、いわゆる３Ｒの理念を盛り込んだ「動物の愛護及び管理に関する法律」（以下、「法」という。）」1）、文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（以下、「基本指針」という。）」2）、環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（以下、「飼養保管基準」という。）」3）及び「動物の殺処分方法に関する指針」4）の規定を踏まえて、次頁以降の質問事項について適正に実施することが求められています。
　なお、各質問事項で使用される語句等は、下記法・指針・基準で規定、定義されていますのでご参照下さい。

Ⅱ. 貴機関における動物実験に関わる実施体制の基本的整備状況について
　　次の５〜１３の質問事項は、本協議会への入会時に必要な整備要件です。これらの実施体制が未整備の場合には、協議会事務局にご相談下さい。
５.　　☐　機関内にいわゆる動物実験規程（以下、「規程」という。）を整備している。
　「基本指針」第2の2に基づき、研究機関等の長は、動物実験施設の整備及び管理の方法ならびに動物実験等の具体的な実施方法等を定めた規程（以下、「機関内規程」という）を策定することとされています。
※規程を、インターネット上で未公表の場合、本調査書に添付してご提出下さい
（コピー、PDF等）。
６.　　□　動物実験等の最終責任者が機関の長（学長）であることを規程等で明確にしている。
　　　　　　「基本指針」第2の1に基づき、研究機関等の長の責務として、研究機関等における

　　　　　　動物実験等の実施に関する最終的な責任を有することとされています。
７.　　☐　動物実験委員会を設置し、動物実験計画書の審査を行っている。
「基本指針」第3に基づき、研究機関等の長は動物実験委員会を設置することとされています。
８.　　☐　機関の長による動物実験計画書の承認及び却下を実施している。
「基本指針」第2の3に基づき、研究機関等の長は、動物実験等の開始前に動物実験責任者に動物実験計画を申請させ、その動物実験計画について動物実験委員会の審査を経てその申請を承認し、又は却下することとされています。
９.　　□　動物実験に関する終了後の結果報告及び改善措置を実施している。
　　　　　　「基本指針」第2の4に基づき、研究機関等の長は、動物実験等の終了の後、動物実験
　　　　　　計画の実施の結果について報告を受け、必要に応じ適正な動物実験等の実施のための改　
　　　　　　善措置を講ずることとされています。
　　　　
１０.  □　動物実験実施者等に対し、教育訓練等を実施している。
　　　　　　「基本指針」第6の1に基づき、研究機関等の長は、動物実験実施者及び実験動物の飼
　　　養者又は保管に従事する者（以下、動物実験実施者等）に対し、動物実験等の実施ならびに実験動物の飼養及び保管を適切に実施するために必要な基礎知識の習得を目的として教育訓練の実施その他動物実験実施者等の資質向上を図るために必要な措置（以下、「教育訓練等」という）を講じることとされています。
　　　　 
１１.  ☐　動物実験等について、自己点検・評価を実施している。
　　　　　　「基本指針」第6の第2項に基づいて、研究機関の長は、動物実験等の実施に関する透
明性を確保するため、定期的に、研究機関等における動物実験等の「基本指針」への適合性に関し、自ら点検及び評価を実施することとされています。また、第4条第1項においては、動物実験責任者は、３Ｒ（代替法の利用、使用数の削減、苦痛の軽減）を踏まえて、適正な動物実験等の方法を選択して実施することとされています。
　すなわち、「基本指針」や「飼養保管基準」への適合性および３Rの視点も含めた自己点検及び評価の実施が必要です。
　
１２.  □　地震、火災等の緊急時に採るべき実験動物の措置等に関する計画（マニュアル）を作
　　　　　　成している。
「飼養保管基準」第3の3危害等の防止の（4）に基づいて、管理者は、地震、火災等の非常災害に際して採るべき緊急措置を定め、非常災害が発生したときは、速やかに実験動物を保護し、及び実験動物による事故の防止に努めることとされています。 
１３.　☐　動物実験等に関する情報を公表している。
　「基本指針」第6の第3項に基づいて、研究機関の長は、研究機関等における動物実験等に関する情報を、毎年1回程度、適切な方法により公表することとされています。公表方法を教えてください。
　☐インターネット（URL:　　　　　　　　　　　　　　　　）

　☐その他*）（　　　　　　　　　　　　　）

　　 *）；印刷物等の場合は、本調査書に添付してご提出下さい（コピー、PDF等）

Ⅲ．貴機関における「基本指針」2）に則した動物実験実施体制（前記Ⅱ.の基本的整備状況以外）に
　ついて
１４.　「基本指針」第4の1に基づき、動物実験等の実施に際し科学的合理性の確保のために、動物実験責任者は、動物実験により取得されるデータの信頼性を確保する等の観点から、３Ｒ（代替法の利用、使用数の削減、苦痛の軽減）を踏まえて動物実験計画を立案し、動物実験等を適正に実施することとされています。
　　　　　貴機関では、３Rに基づく計画立案を確認できる動物実験計画書の書式を作成し、この計画書の審査を実施していますか。
　　　　　　☐ 実施している　　　　　☐ 予定している　　　　　　　  ☐ 予定はない
１５.　動物実験等は適切に維持管理された施設及び設備を用いて実施することとされています。
　　　　貴機関では、動物実験等に適した施設及び設備を設置していますか。
　　　　　　☐ 設置している　　　　　☐ 設置を予定している
　　☐ 設置の予定はない
１６.　「基本指針」第5に基づき、動物実験等を実施する際の実験動物の飼養及び保管は、「法」1）及び「飼養保管基準」3）を踏まえ、科学的観点及び動物の愛護の観点から適切に実施することとされています。
貴機関の施設では、上記法及び基準に則した飼養保管マニュアル等を整備していますか。
 　　　　　 ☐ 整備している　　 　　 ☐ 整備を予定している
　  ☐ 整備の予定はない
１７.　動物実験委員会委員は次に掲げる者から任命し、その役割を十分に果たすのに適切なものとなるように配慮することとされています。
貴機関では、次に掲げる者から委員を任命していますか。
1 動物実験等に関して優れた識見を有する者　
2 実験動物に関して優れた識見を有する者　
3 その他学識経験を有する者
　　　　　　☐ 任命している　　　☐  該当する委員が欠けている*）（　☐ ①，　☐ ②，　☐ ③　）
　　　　　 *）;該当する委員が欠けている場合 →　☐ 任命を予定している　☐ 任命の予定はない
１８.　「基本指針」第4の1に基づき、研究機関の長が、安全管理に特に注意を払う必要がある　動物実験等の実施に際し配慮する事項として、以下の3点が挙げられています。
　　　  貴施設（機関）では、以下について配慮していますか。
1）　物理的、化学的な材料若しくは病原体を取り扱う動物実験等又は人の安全若しくは健康若しくは周辺環境に影響を及ぼす可能性のある動物実験等を実施する際に、動物実験実施者の安全確保及び健康保持
　　　　　　☐ 配慮している　　☐ 配慮を予定している  ☐ 該当する動物実験の実施予定はない　
　　2）　施設の構造、附属設備等並びに飼育環境の汚染等により実験動物が傷害を受けることのないよう施設及び設備の保持、検疫の実施などの実験動物の健康保持
　　　　　　☐ 配慮している　　　　　☐ 配慮を計画している
　　☐ 配慮の予定はない
　　
　　3）　遺伝子組換え動物の逸走防止等
　　　　　　☐ 配慮している　　　　☐ 配慮を予定している　　☐ 当該動物の飼養予定はない
１９.　「基本指針」第6の第2項に基づいて、研究機関の長は、動物実験等の実施に関する透明性を確保するため、定期的に、研究機関等における動物実験等の「基本指針」への適合性に関し、動物実験等の実施に関する自己点検・評価について、当該機関以外の第三者による検証を受けることとされています。
　　　　貴機関においては、第三者による検証を受けていますか。
　　　　　　☐ 受けている
　   ☐ 予定している
   　      ☐ 予定はない
Ⅳ．貴機関における「飼養保管基準」3）に則した施設等の整備およびその管理運営状況について
２０.　「飼養保管基準」第3の2に基づいて、管理者等は、施設及び施設周辺の生活環境の保全に努めることとされています。
　貴機関では、以下の事項について留意していますか。
 1）　実験動物の汚物等の適切な処理
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
2）　施設の清潔の維持、微生物等による環境汚染及び悪臭、害虫等の発生の防止対策
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
　 3）　施設又は設備等による騒音の防止対策
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
２１.　「飼養保管基準」第3の3の（1）～（4）に基づいて、管理者等は、実験動物による人への危害、環境保全上の問題等の発生の防止に努めることとされています。
　貴機関では、以下の事項について対策を取っていますか。
1） 実験動物が逸走しない構造及び強度を有する施設の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　  ☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
2）　管理者及び実験動物管理者による実験実施者及び飼養者が危険を伴うことなく作業できる施設の構造及び飼養又は保管方法の確保
　　　　　　☐ 確保している　　　　☐ 確保を予定している　　　☐ 確保の予定はない
3）　実験動物管理者による飼養又は保管する実験動物の数及び状態の確認の実施
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
4）　実験動物の飼養及び保管並びに実験等に関係のない者が実験動物に接することがないようにする必要な措置
　　　　　　☐ 講じている　　　　　☐ 講じることを予定している　☐ 講じる予定はない
5） 実験動物が逸走した場合の捕獲等の対応措置
　　　　　　☐ 講じている　　　　  ☐講じることを予定している　　☐ 講じる予定はない
6）　人に危害を加える等のおそれがある実験動物が施設外に逸走した場合に、速やかに関係機関へ連絡するための体制の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　  ☐ 整備を予定している　　☐　当該動物の飼養予定はない
7）　実験動物管理者、実験実施者及び飼養者が実験動物に由来する疾病にかかることを予防するための必要な健康管理の実施
　　　　　　☐ 実施している　　　  ☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
8）　実験動物管理者から実験実施者に対する実験動物からの危害等の防止に必要な取扱方法についての情報の提供ならびに飼養者に対するその飼養又は保管について危害等の防止に必要な指導
　　　　　　☐ 実施している　　　  ☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
9） 実験実施者から実験動物管理者に対する実験等に利用している実験動物の情報の提供ならびに飼養者に対する飼養又は保管について危害等の防止に必要な指導
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
10） 飼養者から実験動物管理者及び実験実施者に対する実験動物の状況報告
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
11） 有毒動物の飼養又は保管する場合、抗毒素血清等の救急医薬品の整備
　　　　　　☐ 整備している　　  　☐ 整備を予定している　　 ☐ 当該動物の飼養予定はない
12） 有毒動物の飼養又は保管する場合、事故発生時に医師による迅速な救急処置が行える体制の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　☐ 整備を予定している　　  ☐ 当該動物の飼養予定はない
２２.　「飼養保管基準」第3の1の（1）に基づいて、実験動物管理者、実験実施者及び飼養者は、次の事項に留意し、実験動物の健康及び安全の保持に努めることとされています。
　貴機関では、以下の事項に留意して実験動物を飼養及び保管していますか。
1）　実験動物の生理、生態、習性等に応じ、かつ、実験の目的の達成に支障を及ぼさない範囲での適切な給餌および給水の実施
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
2）　実験動物の生理、生態、習性等に応じ、かつ、実験の目的の達成に支障を及ぼさない範囲での必要な健康管理の実施
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
3）　動物種、習性等を考慮した飼養又は保管を行うための環境の確保
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
4）　実験動物が実験等の目的に係る以外の傷害を負うことや疾病にかかることの予防措置
　　　　　　☐ 講じている　　　　  ☐講じることを予定している　　☐ 講じる予定はない
5）　実験動物が傷害を負った又は疾病にかかった場合には、実験等の目的の達成に支障を及ぼさない範囲での適切な治療の実施
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
6）　実験動物の導入にあたって、適切な検疫（書類審査も含む）や隔離飼育の実施
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
7）　実験動物導入時の飼養環境への順化又は順応措置
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
8）　同一施設内における異種又は複数の実験動物を飼養及び保管する場合の組み合わせの配慮
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
２３. 「飼養保管基準」第3の1の（2）に基づいて、管理者は、その管理する施設について、次に掲げる事項に留意し、実験動物の生理、生態、習性等に応じた適切な整備に努めることとされています。
　貴機関では、以下の事項に留意して施設を整備していますか。
1） 実験等の目的の達成に支障を及ぼさない範囲での、個々の実験動物が日常的な動作を容易に行うための広さ及び空間の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　　☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
2）実験等の目的の達成に支障を及ぼさない範囲での、適切な温度、湿度、換気、明るさ等を保つことができる構造等の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　　☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
3）清掃が容易である等衛生状態の維持及び管理が容易な構造及び設備の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　　☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
　　 4）実験動物が傷害を受けるおそれがない構造及び設備の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　　☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
２４.　「飼養保管基準」第3の1の（3）に基づいて、管理者は、教育訓練等を行うこととされています。
1）貴機関では、実験動物に関する知識及び経験を有する者を実験動物管理者に充てていますか。
　　　　　　☐ 充当している　　　　☐ 充当を予定している　　　☐ 充当の予定はない 
2）貴機関では、実験動物管理者、実験実施者及び飼養者の別に応じた必要な教育訓練を確保するよう努めていますか。
　　　　　　☐ 確保している　　　　☐ 確保を予定している　　　☐ 確保の予定はない
２５.　「飼養保管基準」第3の4に基づいて、実験動物管理者、実験実施者及び飼養者は、人獣共通感染症に関する十分な知識の習得等に努めることとされています。
　貴機関では、以下の事項に留意していますか。
1）人獣共通感染症に関する十分な知識の習得及び情報の収集
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
2）人獣共通感染症の発生時において必要な措置を迅速に講じることが可能な公衆衛生機関等との連絡体制の整備
　　　　　　☐ 整備している　　　　☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
２６. 「飼養保管基準」の第3の5に基づいて、管理者等は、実験動物の飼養及び保管の適正化を図るため、実験動物の記録管理を適正に行うよう努めることとされています。
　貴機関では、以下の事項に留意していますか。
1）実験動物の入手先、飼育履歴、病歴等に関する記録台帳の施設内整備
　　　　　　☐ 整備している　　　　☐ 整備を予定している　　　☐ 整備の予定はない
2）人に危害を加える等のおそれのある実験動物に名札、脚環、マイクロチップ等の装着等の識別措置を技術的に可能な範囲での実施
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　  ☐ 当該動物の飼養予定はない
２７.　「飼養保管基準」第4の（1）及び（2）に基づいて、実験実施者等は実験の実施において以下に配慮するとされています。
　貴機関では、以下の事項に留意していますか。
　
1）実験実施者における麻酔薬や鎮痛薬等の投与、人道的エンドポイント（安楽死判断時の指標など）の設定、術後管理等、できる限り実験動物に苦痛を与えない配慮
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
2）実験動物管理者、実験実施者及び飼養者により実験を終了し、もしくは中断した実験動物又は疾病等で回復の見込みのない障害を受けた実験動物を殺処分する場合、「動物の殺処分方法に関する指針」4）の遵守
　　　　　　☐ 遵守している　　　　☐ 遵守を予定している　　　☐ 遵守の予定はない
3）人の健康及び生活環境を損なうことのない実験動物の死体の適切な処理
　　　　　　☐ 実施している　　　　☐ 実施を予定している　　　☐ 実施の予定はない
２８.　「飼養保管基準」の第5に基づいて、管理者等は、哺乳類、鳥類又は爬虫類に属する動物以外の動物を実験等に利用する場合においてもこの基準の趣旨に沿って行うよう努めることとされています。
　貴機関では、上記内容に沿って周知されていますか。
　　　　　　☐ 周知している　　　　☐ 周知を予定している　 　☐当該動物の飼養予定はない
２９.　貴機関において、動物実験に関連した特徴や特殊事情があれば記載して下さい（自由記載）。
	


以上。
ご回答ありがとうございました。
1）; http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/1_law/


2）; http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/06060904.htm


3）; http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/nt_h180428_88.html


4）; http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/laws/nt_h25_84.pdf








